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１．前回のまとめ、委員からの意見への対応
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●2次選定の振り返り

主な前提条件として
① インターチェンジ（IC）の配置
② 車線数

を、了解いただいたうえで、

③全体を『A区間』『B区間』『C区間』に分けて、
それぞれについて検討しました。

・『A区間』 → 継続検討

・『B区間』 → 第３案を最良

・『C区間』 → 事務局提案ルートを了承



１．前回のまとめ、委員からの意見への対応
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●2次選定の振り返り・・・ICの配置について

滑石地区に設置することを前提条件としました。



１．前回のまとめ、委員からの意見への対応
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●2次選定の振り返り・・・車線数について

車線数を「２」とすることを前提条件としました。



１．前回のまとめ、委員からの意見への対応
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●２次選定の振り返り・・・検討区間の設定

全体をA区間、B区間、C区間の3区間に分けました。
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第2回ルート選定委員会 説明資料より抜粋

滑石ＩＣ

１．前回のまとめ、委員からの意見への対応

【結果】第3案を最良とする

（開口部を設けた中間ルート）
・既成市街地への影響
・施工性
・経済性 総合的な判断 7

●２次選定の振り返り・・・B区間（ルート帯の選定）


